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　会員の皆様には、輝かしい平成24年の新春を健

やかに迎えになられたことを心からお慶び申し上げ

ます。

　平素は、士会活動にご協力を賜りまして、心より

厚く御礼申し上げます。

　昨年は、震災に始まり震災に終った1年でしたが、

今年は診療報酬・介護報酬の同時改正にあたり、皆

様のお手元にニュースが届く頃には、大枠が決定し

ている頃だと思います。現時点（12月）では、診

療報酬の本体部分が維持できるか、外来時の定額負

担が実施されるか等、審議が大詰めを迎えていると

ころであり、報酬の底上げについても、国にお金が

ないことから「ない袖は振れない」ことを理由に非

常に厳しい状況にあります。また、協会が肝いりで

推進していた、単独型の訪問リハステーションにつ

いても、残念ながら今回も見送りになるようです。

今後の方向性としては、急性期を手厚くして廃用症

候群を予防し、なるべく早く退院し地域につなげて

いく、言い換えますと、病院や施設から在宅ケアに

お金と人をシフトしていく方向、いわゆる「地域包

括ケア」の中で如何にリハサービスを充実させ、介

護予防も含めた介護度を維持・改善できるかにかか

っています。維持期（生活期）リハサービスの量的・

質的向上が不可欠であり、「地域の中でいつでも、

どこでも」リハサービスが受けられるような体制作

りの推進が必要です。

　現在、公益社団法人獲得に向け県に申請中であり、

順調に行けば来年度より新しく公益社団法人として

スタートする予定です。士会員だけでなく、県民に

対しても視野を広げた事業を展開することが求めら

れますので、ご協力をお願い致します。

　結びになりましたが、将来への不安や給与で食べ

ていくのが精一杯といった状況の中、若い会員の中

には、「希望なんて持てる状況でない」と考えてい

る方もいるかもしれません。そこで、柳井正氏の言

葉を以下にご紹介いたします。―「希望を持つには、

人生は自分が主役だという信念、自分に期待すると

いう姿勢が不可欠だ。俺はつまらない人間だからで

はなく、自分はこんなことができるのではないかと

自分自身に期待する。人より少しでも得意な部分を

必死で探し、一生懸命に磨く。そうすれば、必ず活

路は開ける。」―　要するに待っていても希望はや

ってきません。まずは、一生懸命努力し、自分に期

待し、自分に投資し、自分を好きになることが大切

なことではないでしょうか。

　皆様方の益々のご健勝、ご多幸を心からご祈念申

し上げまして、年頭にあたりましてご挨拶とさせて

いただきます。

　　　　　　　　　　　　　平成24年1月吉日　

新年明けましておめでとうございます
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日　時　　　平成23年11月10日（木）　　18時00分～20時20分

会　場　　　滋賀医科大学附属病院　リハビリテーション部

議　長　　　本白水会長

出席者　　　本白水、平岩、松岡、宇於崎、弘部、柴田、久保、武田、酒井

〇審議事項

１．ブロック化・役員改正・組織の見直し

　　ブロック化に適した活動（部）から推進して行

っていく。

　　次年度以降、理事の定員数が満たされるように

運営していく。

　　理事会の開催メンバーに監事の参加を検討し、

理事会の開催頻度等内容も見直していく。

２．予算・事業計画案

　　各部長より事業・予算要求書類が提出される（11

月下旬締め切り）。公益社団法人に向け、事業計

画書・予算書の書式の変更について承認した。

12 月 5 日に拡大理事会を開催し、ヒアリングを

実施予定。

３．理事会日程と開催場所について

　拡大理事会は 12 月 5 日（月）に滋賀医大にて 18：

00 より開催予定。

　　次年度以降の理事会開催頻度などは継続審議と

する。

４．その他

　　県の公益法人認定審査会より一般向けの講座が

少ないとの指摘あり。次年度以降、一般向けの講

座（理学療法公開セミナー）を増やす提案がなさ

れ承認が得られたが、講座内容は継続審議事項と

なった。

○報告事項および承認事項

１．各部・各委員会の活動について

総務部：会員数：636 人、施設数：113 施設　県内

移動２件、転入３件、入会１件。休会１件が承認

された。

　　12 月 3 日日本理学療法士協会主催包括的会員

システム説明会に平岩事務局長、川崎生涯学習部

長参加予定。近畿学会プログラム集等の発送が住

所作成ファイルの欠落が要因で発送漏れが生じた。

財務部：月次監査を実施。日本理学療法士協会より

3 名の自動退会予定者の案内があった。

厚生部：11 月 20 日にフットサル大会を開催予定。

現在 12 チーム（13 施設）の応募あり。参加者は

個人保険 350 円加入予定。

研修部：第 4 回研修会を 12 月 11 日（日）にピア

ザ淡海にて開催予定。次年度第 1 回研修会を 5 月

20 日に G―NET 滋賀（近江八幡市）にて開催予

定。尚、総会も同日開催予定。

　　講習会事業部：理学療法講習会基本編が 12 月

4 日（日）にコラボしが 21 にて開催、各施設に

FAX 案内を送った。

学術誌部：「湖都」依頼原稿は順調に集まっている。

査読・編集の段階へ進行予定。

教育部：研究助成事業申し込みは０件であった。卒

後教育アンケートは 11 月 18 日締め切り。

保健福祉部：「療育マップ」作成に関わるアンケー

トを実施する提案に承認が得られ、19 施設に実

施予定。 

表彰委員会：公衆衛生学会表彰対象者に小寺氏を推

薦することが承認された。

２．近畿学会について

　　学術大会当日の詳細について報告、確認した。

３．�近畿ブロック会議

　　近畿ブロック会議を 11 月 12 日（土）にピア

ザ淡海にて開催予定。

　　ピアザ淡海にて近畿ブロック懇親会を 18 時よ

り開催予定。

４．�その他

　　協会職能局の管理職ネットワーク構築準備委員

会主催の研修会に当士会から 2 名の推薦依頼あり。

士会員に対してホームページ等で広報予定。

　　滋賀県連携リハビリテーション学会研究大会が、

11 月 27 日（日）に滋賀県立男女共同参画センタ

ーにて開催。
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日　時：平成 24 年３月４日（日）９時～ 16 時

テーマ：手関節・手指の評価と治療

内　容：手関節の運動学および触診、基本的な評価から整形徒手療法の概念に基づいた軟部組

　　　　織および関節へのアプローチについて解説し実習を行う。

講　師：林　　　寛（彦根中央病院）

　　　　篠田　恭一（彦根中央病院）

　　　　宇於崎　孝（滋賀医療技術専門学校）

会　場：滋賀医療技術専門学校

参加費：3,000 円

定　員：60 名

申　込：葉書かメールのみでの受付になります。

　　　　〒 522-0054 彦根市西今町４２１

　　　　彦根中央病院リハビリテーション科　篠田恭一宛

　　　　E-mail：rin-can@tg.commufa.jp

　　　  講習会テーマ、所属、氏名、連絡用メールアドレスを記載のこと。

　先日、12月11日にピアザ淡海にて開催された第

４回研修会に参加させていただきました。今回の講

義は、大阪府立大学リハビリテーション学部教授で

ある平岡浩一先生による「運動制御と運動学習」と

いうテーマでした。

　講義の内容としては、随意運動や姿勢制御、移動

運動に関与する反射や、中枢神経系での運動制御な

どのメカニズムについて、過去の実験の結果を交え

た説明が中心でした。学生の頃に授業で聞いたこと

のある内容だけでなく、新しく知ることができた知

見も多く、非常に学ぶことの多い講義でした。

私は普段のリハビリ業務の中で、高齢の患者様のバ

ランス能力や歩行能力の改善を中心に治療をさせて

いただく機会が多く、また整形疾患の患者様が多い

ため、どうしても問題点を関節可動域や筋力などの

要素で考える癖がありました。しかし、今回の講義

を聞き、こういった観点からも問題点を捉えていく

必要があると改めて感じ、まだまだ分からない点も

多いため、今後知識を深めて、患者様により良い治

療を提供できるようになりたいと思いました。

　最後に、今回ご講義いただきました平岡浩一先生、

研修会の準備に尽力頂いた研修部の先生方に厚く御

礼申し上げます。

医療法人　芙蓉会　南草津病院

リハビリテーション技術部　理学療法士　田　淵　義　明

���10月28日（金）　学術大会会場（びわ湖ホール）打ち合

　　　　　　　 わせ

11月  1日（火）��学術大会会場（ピアザ）打ち合わせ

11月  4日（金）��近畿学術集会準備委員会

11月10日（木）　理事会

11月12日（土）　近畿ブロック士会長会議

11月13日（日）　第51回近畿理学療法学術大会

11月18日（金）　滋賀県地域医療推進協議会

11月20日（日）　士会フットサル大会

11月21日（月）　介護給付費審査委員会

11月26日（土）　理学療法士講習会出席

11月27日（日）　滋賀県連携リハ学会

11月28日（月）　三士会会議

12月  4日（日）　理学療法士講習会出席

12月  5日（月）　拡大理事会

12月15日（木）　滋賀県地域医療推進協議会
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�　2011年11月20日（日）、雄琴あがりゃんせフットサルスタジアムにて『第2回施設対抗フットサ

ル大会』を開催致しました。昨年の参加数を上回り、今年は12チーム・100名以上にご参加頂きまし

た。合同チームや同系列チームもあり、実際は12以上の施設から参加して頂いたことになります。寒

い中、本当にお疲れ様でした。

�　本白水会長から開会のご挨拶があり、記念撮影後、

試合開始となりました。まず2グループに分け、総

当たり戦を行いました。各リーグの勝点で順位を定

め、それから上位・下位トーナメント戦を行いまし

た。結果は表の通りです。「甲西リハビリ病院」チ

ームが前回優勝の「はた整形スポーツクリニック」

チームをPK戦の末に破り、初優勝しました。得点

王は2年連続「はた整形」チームの海東先生でした。

参加チーム（五十音順）

�青葉病院

�ヴォーリズ記念病院

�大津市民病院

�近江ふるさと会

�甲西リハビリ病院

�公立甲賀病院

�済生会滋賀県病院

�滋賀医科大学医学部附属病院

�はた整形スポーツクリニック

�マキノ・高島総合病院　合同チーム

�水谷整形医院

�村上整形外科クリニック



－5－

㈳滋賀県理学療法士会ニュース　№170（2012－1）

各チームそれぞれ個性があり、観ているだけで大

変楽しめました。

　�閉会式では厚生部を代表し奥田先生（蒲生病院）

から優勝チームにトロフィーが授与されました。

また、各トーナメントで優勝・準優勝した計4チ

ームと得点王1名には、それぞれ副賞として賞品

が授与されました。

�　皆様、フットサルを通じて多施設の先生方と交

流できましたか？私自身、普段交流の少ない先生

方と実際に顔を合わせてお話しさせていただく機

会を得、非常に良い経験となりました。

　�昨年同様、拙い運営で至らない点ばかりだった

と思いますが、各施設先生方のお力添えやご協力

のおかげで、無事大会を終えることができました。

この場をお借りして、深く感謝を申し上げます。

また奥田先生・久保先生をはじめ、協賛して下さ

った厚生部・県士会には大変感謝しております。

皆様、本当にありがとうございました。

�　当日は9時～17時半の長丁場でした。日程と

予算の都合上、1コートしか取れず待ち時間が長

くなってしまい申し訳なく思います。次回は2コ

ート用意し、待ち時間も少なく運営できるよう努

力致しますので、興味のある先生方は是非参加し

て下さい！

��　　滋賀医科大学医学部附属病院　渋川  武志 　大会企画・運営してくださいました渋川先生を

中心する滋賀医大の先生方、本当にご苦労様でし

た。昨年の倍以上の参加者で大会規模も大きくな

り、何より大きな怪我もなく開催できましたこと

心から感謝致します。

�　聞くところによると、今回参加されたチーム以

外にも都合が合わずに不参加だったチームや県外

チームからの問い合わせもあったとか。

�　この大会は、フットサルというスポーツを通じ

て理学療法士をはじめ医師や看護師、作業療法士

やケアワーカーなどが多数参加され、勝利を目指

して競技するだけでなく、他職種の交流の場とし

ても意義のあるものだと感じています。

�　来年度は厚生部の事業として企画し、渋川先生

もおっしゃられているようコートを２面用意し、

スムーズな運営を心掛けたいと考えております。

開催概要も早めにご通達できるよう計画していき

ますので、是非多数のご参加をお待ちしておりま

す。

�厚生部 部長　奥田　重人 
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ひとこと：　�今年の４月から甲西リハビリ病院で理

学療法士として勤務しております。働き始めてか

ら半年が早々と過ぎましたが、自身の未熟さを痛

感する毎日です。患者様と関わらせていただくこ

とに感謝し、少しでも日々成長できるよう努めて

いきたいと思います。今後ともどうぞよろしくお

願いします。

�ひとこと：　仕事をすることは人生のなかで大部分

を占めます。私は、その仕事として理学療法士と

して働いていくことを選択しました。今、自分が

理学療法士というやりがいのある仕事に就いてい

ることを誇りに思います。まだまだ理学療法士と

しては未熟すぎますが、1日1日を大切に日々成長

できるよう切磋琢磨していきたいと思います。今

後ともよろしくお願いします。

�ひとこと：　今年の春からケアセンターこうせいで

勤務しております。新人理学療法士の上村将太と

申します。はじめは分からないことばかりでしたが、

利用者様や先生方から多くのことを学ばせていた

だき、充実した毎日を送っています。施設での理

学療法士の役割について今の自分にできることが

まだまだ少ないと実感していますが、少しでも利

用者様の生活の役になれるよう、日々精進してい

きたいと思っています。理学療法士としてこれか

ら成長していけるように初心を忘れずに頑張って

いきます。

�ひとこと：　はじめまして。今年の4月から神崎中央

病院に勤務させて頂いております新人理学療法士

の横田圭亮と申します。入職してから半年が経過し、

少し仕事には慣れてきましたが理学療法士として

の知識や技術はまだまだ不足していると痛感して

いますが、一人でも多くの患者様を笑顔にできる

ように日々精進していきます。今後ともよろしく

お願いいたします。

ひとこと：　日々患者さんの声に耳を傾け、自分に

はなにができるのか考えさせられる毎日です。患

者さんや家族の方のニーズに応えられるよう頑張

ります。あと甲南病院はサイコーです。

�ひとこと：　琵琶湖大橋病院ではスポーツ整形、ス
ポーツリハビリテーションに力を入れて取り組ん

でおり、そこに魅力を感じ入職させていただきま

した。スポーツリハビリに関わるもものとしてス

ポーツの現場に出て選手の動きを実際にみて現場

の声を聞き、そこで指導をすることは大切である

と考えているので、休日はトレーナー活動なども

行っております。「治せるセラピスト」を目指し

日々研鑽を積んでいきたいと考えております。



�ひとこと：　今年の4月から生田病院で勤務していま

す和田延之と申します。社会人、理学療法士とも

に1年目という中で、人間性、知識、技術と自分の

未熟さを痛感しています。毎日患者様と向き合い

ながら、知識や技術を勉強し積み重ねていけるよ

う努力しています。患者様に信頼されるような理

学療法士になりたいと思います。今後ともよろし

くお願いします。

�ひとこと：　今春から神崎中央病院に勤務しており

ます、新人理学療法士の森本和矢と申します。臨

床では患者様の笑顔で仕事のやりがいやエネルギ

ーを頂いており、もっと自分にできることがない

のかと日々、試行錯誤しております。そうすると、

まだまだ知識・技術面においても未熟であると痛

感します。今後とも理学療法士として患者様に最

大限のサービスができるようひとつひとつ学び、日々

努力していきます。どうぞよろしくお願いいたし

ます。

ひとこと：　初めまして、水谷整形外科医院の雨宮

です。毎日の仕事業務にもようやく慣れてきました。

理学療法士になってから１日１日過ぎるのがとて

も早く感じます。

�　　社会人としての責任の重さを痛感し、日々試行

錯誤し悩んでいますが、患者様の笑顔や優しい言

葉に助けられ、楽しさを感じることもできています。

�　　今後も、患者様のことを考え、初心を忘れず、

働いていきたいと思います。宜しくお願いします。

�ひとこと：　はじめまして、大津赤十字病院の岡本菜々

世と申します。働きはじめてもう9ヶ月が経ちま

した。はじめは業務を覚えることで必死でしたが、

徐々に慣れてきています。先輩方にアドバイスを

いただきながら、ときには患者さんと共に二人三

脚でのリハビリを行っています。技術面はもちろ

んのこと、精神面でも患者さんを支えることので

きるPTを目指してこれからも頑張っていきたいと

思います。よろしくお願い致します。

�ひとこと：　4月より国立病院機構紫香楽病院で理

学療法士として勤務しております川上信之と申し

ます。滋賀県に来て、はや10ヶ月が過ぎようとし

おり、やっとこちらでの生活にも慣れて来ました。

しかし、業務の中では、自らの知識・技術・経験

不足を痛感し、己の未熟さを感じる日々を送って

おります。遠回りしての再スタートなので、日々

精進し、少しでも早く患者様のお役に立てるよう

になりたいと思っております。これから宜しく御

願い致します。
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　来年度も厚生事業を会員各位より募集し、厚生部から事業運

営費を援助させていただきます。以前からこんな事をしてみた

いと企画を温めておられた先生方、スポーツ大会の企画を考え

ておられる先生方は是非ご応募ください。

　尚、今回から募集期間が変更になっていますので、ご注意く

ださい。

◆申し込み方法

　氏名・所属・連絡先・簡単な事業内容（企画案・予算案などを明記して、

“公募事業申し込み”の件名で下記アドレスまでE-mail にてお申し込み下

さい。厚生部より折り返しご連絡させていただきます。なお応募多数の場

合は、厚生部で審査・決定いたしますのでご了承ください。

　厚生部受け付け：E-mai l : pttshiga_kouseibu@yahoo.co.jp

◆募集期間：平成24年 4月 1日～平成24年 5月 31日

◆お問い合わせ先：東近江市立蒲生病院　リハビリテーション科　奥田

　　　　　　　　TEL：0748-55-1175（代表）

】

��　本書を手にしたきっかけは，東日本大震災の際にスタッフ１人１人が機

転を利かして，来場者がパニックを起こさないよう対応したことがTVで

取り上げられていたからです。

�　“ホスピタリティ”と聞くと，なんとなく構えてしまいませんか？出来て

いる自信はないし，そもそも漠然としている･ ･ ･本書では「心の前傾姿勢」

と言い換え，１６個のホスピタリティサービスの実践ポイントを挙げてい

ます。“笑顔と挨拶がタイミングよく自然に”“言われる前に望んでいるこ

とを”“周囲の人に気を遣える”等々。特別なことは書かれていません。ま

た，本書はマニュアルの先に感動があると述べており，何かこの人のため

に出来ることは？と問いかけていく，行動に移す，姿勢をスタッフそれぞ

れが持っているから感動を提供出来るといっています。

�　勿論実行していくのは難しいことですが，その姿勢が徹底され，身につき，

自然に発揮されるからこそディズニーランドは愛され続けるのだと思います。

�　ぜひ一度読んでみてください。

 

「ディズニー　　　
　　感動のサービス　

～お客様を魅了する　　
"ホスピタリティ"の

　　　　　　　育て方～」

著　者

小松田　勝

出版社

中経の文庫

匿　名
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日　　　時� 　2012年3月10日（土）～11日（日）　初日12：00～受付開始

場所・会場� 　神戸学院大学ポートアイランドキャンパス

　　　　　　　（兵庫県神戸市中央区港島1丁目1-3）

受講条件� 　日本理学療法士協会会員歴11年目以降で新人教育プログラム未修了の会員。なお、�

� � 　1985年以前に入会の方は新プロ免除会員となりますので対象にはなりません。

講　　　師� 　逢坂伸子  荻島久裕  岸川典明  渡辺京子  上村洋充  小野田英也

受　講　費� 　3,000円

定　　　員� 　100名

申し込み期間�　定員になり次第締め切り

　　　　　� 　メンテナンス実施のため下記日程は申し込みできません。 

� � 　ご迷惑をおかけいたしますが、ご了承いただきますようお願い申し上げます。 

� � 　日　時：2011年12月19日(月) 12:00 ～ 19:00

申し込み� 　https://www.pasreg.jp/reg/top/jpta3/participation

お問い合わせ　日本理学療法協会　事務局（メールでお問い合わせください）

� � 　jpta@i.bekkoame.ne.jp

その他� 　託児所が利用できます。（無料）

プログラム　�　1日目（３月10日）

� � 　12：00～ 受付

� � 　13：00～14：30　社会の中の理学療法

� � 　14：40～16：10　理学療法の教育方法論

� � 　16：20～17：50　職業倫理・管理運営

� � 　2日目（３月11日）

� � 　09：00～10：30　人間関係及び労働衛生

� � 　10：40～12：10　生涯学習と理学療法の専門領域

� � 　12：20～13：00　協会組織と生涯学習システム

　必須教育プログラム（入会して10年を経過した新人教育プログラム未了）の方を対象とした研修会が下

記の要領で開催されます。近畿ブロックでは、神戸会場（神戸学院大学）で開催されます。2日間の研修

会に参加されると、今年度で本プログラム修了することができます。なお、この研修会は今年度で終了と

なり、次年度以降は開催されませんのでご注意ください。
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日 　 　 　 時

場 所 ・ 会 場

受 講 条 件

講 師

受 講 費

定 員

申し込み期間

申 し 込 み

お問い合わせ

そ の 他

プ ロ グ ラ ム
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